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第１４９回 教育研究評議会 議事録

日 時 平成２９年 ４月２０日（木）
１３時３０分～１５時３０分

場 所 事務局第一会議室（本部棟３階）

出席者
長谷部
大門，森下，中村，箱田
髙木
加藤，室井
中村，永井
原，谷地
羽深

学長（議長）
理事
副学長
教育学部
経済学部
経営学部
理工学部
都市科学部 齊藤
国際社会科学研究院 泉，佐藤，荒木
工学研究院 渡邉，新井，高田
環境情報研究院 根上，大谷，金子
都市イノベーション研究院 佐土原，白水，山田
教養教育主事 上ノ山
附属図書館長 志田

議 事

議事に先立ち，議長から挨拶があった。
続いて，議長から，新任の理事及び副学長と評議員の紹介，並びに事務局長から４

月１日付け異動の事務系幹部職員の紹介があった。
引き続き，議長から，教育研究評議会規則第５条第１項に規定する議長代理に総務

担当理事の指名があった。

新理事等挨拶
新理事及び副学長から自己紹介があった。

新評議員挨拶
新評議員から自己紹介があった。

事務系幹部職員紹介
課長級以上の事務系幹部職員の４月１日付け異動について，事務局長から紹介があ
った。

議長代理
議長（学長）から，議長代理について，総務担当理事の指名があった。

Ⅰ 議事録確認

第１４８回議事録（案）（資料1）について，原案のとおり確認した。

Ⅱ 報告事項

１．議長報告
議長から，次の事項について報告があった。

（ 1）相模鉄道(株) 企業訪問 （3/10）
（ 2）平成２８年度附属鎌倉小学校卒業式 出席及び祝辞 （3/13）
（ 3）新制中規模国立大学間包括連携協定調印式 出席 （3/15）
（ 4）国立大学協会平成２８年度第４回通常総会 出席 （3/15）
（ 5）第１回横浜国大日印産官学連携人材育成セミナー「インド社会のニーズに応える

２１世紀型成長モデルの構築」 出席及び挨拶 （3/17）
（ 6）平成２８年度学生表彰式 挙行 （3/21）
（ 7）平成２８年度東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科修了式 出席 （3/23）
（ 8）平成２８年度横浜国立大学卒業式，大学院修了式 挙行 （3/24）
（ 9）平成２８年度優秀研究者賞授与式 挙行 （3/28）
（10）新井製菓(株) 企業訪問 （3/29）
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（11）大学改革カンファレンス２０１７ 出席 （3/30）
（12）平成２８年度特別名誉職員称号授与式 挙行 （3/31）
（13）平成２９年度横浜国立大学入学式，大学院入学式 挙行 （4/4）
（14）平成２９年度東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科入学式 出席及び祝辞

（4/6）
（15）平成２９年度附属横浜中学校入学式 出席及び祝辞 （4/7）
（16）名誉教授称号授与式，懇談会 挙行 （4/14）
（17）運動部壮行会 出席 （4/19）
（18）学長補佐の任命（任期：29.4.1～30.3.31）

〔再任〕教育学部 教授 池 田 敏 和（いけだ としかず）
［地域担当］

〔新任〕教育学部 教授 泉 真由子（いずみ まゆこ）
［ダイバーシティ担当］

〔再任〕国際社会科学研究院 教授 永 井 圭 二（ながい けいじ）
［情報担当］

〔新任〕国際社会科学研究院 教授 中 村 博 之（なかむら ひろゆき）
［校友会，卒業生・基金室担当］

〔新任〕国際社会科学研究院 教授 森 田 洋（もりた ひろし）
［広報担当］

〔新任〕工学研究院 教授 梅 原 出（うめはら いずる）
［教育担当］

〔再任〕工学研究院 教授 竹 村 泰 司（たけむら やすし）
［研究・評価担当］

〔再任〕環境情報研究院 教授 平 塚 和 之（ひらつか かずゆき）
［国際ランキング担当］

〔再任〕都市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院 教授 藤 掛 洋 子（ふじかけ ようこ）
［国際連携担当］

（19）教養教育主事の任命（任期：29.4.1～31.3.31）
・工学研究院 教授 上ノ山 周（かみのやま めぐる）

（20）センター長の任命（任期：29.4.1～31.3.31）（再任含む）
・保健管理センター所長 教授 大 重 賢 治（おおしげ けんじ）
・情報基盤センター長 教授 田名部 元 成（たなぶ もとなり）
・機器分析評価センター長 教授 栗 原 靖 之（くりはら やすゆき）
・男女共同参画推進センター長 副学長 大 門 正 克（おおかど まさかつ）
・国際教育センター長 副学長 髙 木 まさき（たかぎ まさき）
・高大接続・全学教育推進センター長 教授 上ノ山 周（かみのやま めぐる）
・未来情報通信医療社会基盤センター長 教授 河 野 隆 二（こうの りゅうじ）
・統合的海洋教育・研究センター長 教授 中 村 由 行（なかむら よしゆき）
・成長戦略研究センター長 教授 八 木 裕 之（やぎ ひろゆき）
・リスク共生社会創造センター長 教授 野 口 和 彦（のぐち かずひこ）

（21）学長特任補佐の任命
〔再任〕リスク共生社会創造センター 客員教授

上 原 美津男（うえはら みつお） ［危機管理担当］
〔再任〕成長戦略研究センター 客員教授

梅 野 匡 俊（うめの まさとし） ［産官学連携担当］
〔再任〕国際社会科学研究院 教授

マッコーレー アレクサンダー ［国際広報担当］
〔再任〕成長戦略研究センター 非常勤講師

山 倉 健 嗣（やまくら けんし） ［地域連携担当］

２．委員会報告
議長から，委員会の開催状況について，資料２のとおりである旨報告があった。

３．部局等報告
各部局等から，次の事項について報告があった。

( 1) 理事（総務担当）
・新年度以降の人事協議について（資料3-1）
・横浜国立大学基金ＷＥＢサイト開設について（資料3-2）
・「横国Ｄａｙ」開催について（口頭）

( 2) 理事（研究・評価担当）
・平成２９年度ＹＮＵ研究拠点の認定について（資料3-3）

( 3) 理事（国際・地域・広報担当）
・ＷＥＢサイトの記事掲載について（資料3-4）
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・大学間学術交流協定の締結等について（資料3-5）
グルノーブル・アルプ大学（フランス）との大学間交流協定の更新（資料3-5-1）
マレーシアマラッカ技術大学（マレーシア）との大学間交流協定の更新（資料3-5-2）

・THE 世界大学ランキング日本版2017 横浜国立大学（YNU）の現状と
分析について（資料3-6）

( 4) 理事（財務・施設担当）
・「インフラ長寿命化計画（行動計画）」の策定について（資料3-7）

( 5) 副学長（教育担当）
・平成２９年度学部・大学院入試実施状況について（資料3-8-1～3-8-2）

( 6) 教育学部長
・平成２８年度第２回日本教育大学協会関東地区会評議員会について

平成２９年度臨時教員養成課程入試の実施について（資料3-9）
( 7) 国際社会科学研究院長

・学生の懲戒処分について（口頭）
( 8) 環境情報研究院長

・YEIS2016の開催について（口頭）
( 9) 学長選考会議議長代行（中村経済学部長）

・学長選考規則の一部改正等（資料3-10-1～3-10-2）
(10) 施設部

・平成29年春の教育研究環境美化の日（全学一斉清掃）の協力依頼（口頭）

以上の報告のうち，委員から，部局等報告の（1）（3）（4）について意見・確認
があった。
・（1）寄附について，年間の計画・実績等について確認があり，理事（総務担

当）から，本年度中に趣意書を作成し，学長ビジョンなどに基づいた本学の
方針等を定めて寄附を進める予定であること，随時報告していきたい旨の発
言があった。

・（3）WEBサイトの記事掲載について，提出方法の確認があり，理事（国際・
広報・地域担当）から，フォーマット等の提出方法について調整のうえ，基
本的な形をだしていきたい旨の発言があった。

・（3）YNUのランキングについて，ランキング向上に向け記載・提出方法に課
題があると受け取れるため，早急な対応として，技術的なところで改善した
うえで本学の不十分なところの洗い出しをしてほしい旨の意見があった。

・（4）老朽化の行動プランについて，全学一体としての施設マネジメント計画
が必須のため，是非，執行部で推進いただきたい旨の意見があり，議長（学
長）から，昨年末に施設部会で基本方針が決定されているため，今年度実施
していきたい旨の発言があった。

４．その他報告
( 1) 「概算要求（組織整備）」について（資料3-11）

議長（学長）から，資料３-１１に基づき，概算要求（組織整備）について経過等の
説明後，４月11日の役員・部局長懇談会で了解された「大学院教育改革強化推進セン
ター（仮称）」の設置，不透明な部分が多い超スマート社会副専攻及びセンターの内
容について明示していくための４つの方針，及び今後のスケジュールについて報告が
あった。

なお，委員から，①大学院のセンター設置がメインだがつながりが分からないこと，
第５期科学技術基本計画の中に超スマート社会があり充実化させることはわかるが，
学長ビジョンで示されている３層のイノベーションと具体的にどうかかわっていくの
か，言われていることがあまりに特化しすぎていると思われること，科学技術基本計
画はどこまで続くのか疑問があること，３層イノベーションに関して，文理融合であ
るということだが，計画の中にどのように反映しているのかわかりにくいことについ
て明確化してほしいこと，②ほかの概算要求の計画や国際社会科学研究院・教育学研
究科をどのように学長ビジョンにつなげていくのかに関して確認があり，議長（学長）
から，①大学院の教育を強化し横断的に行うことは，環境情報学府・理工学府だけで
はなく，国際社会科学府，場合によっては教育学研究科も関わってくることで，現在
のイノベーションのひとつの中心である。情報化に対するイノベーションを考えてい
く大枠は学長ビジョンの中で示しており，それを横断的にしていくということのまだ
枠組みで，重要なポイントです。②については改めてお話しさせていただきたい旨の
発言があった。

また，センター立ち上げについて，増やすだけでなくある程度スクラップ・アンド
・ビルドが必要で，一般企業からいうと考えられない階層になり事務方が非常に大変
であることから検討いただきたい旨の意見があり，議長（学長）から，事務機構の改
編ということでしっかり議論していることの発言があった。
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Ⅲ 人事事項報告

議長から，資料３-１２に基づき，教育学部，大学院教育学研究科，大学院国際社会
科学研究院，大学院工学研究院，大学院環境情報研究院，大学院都市イノベーション
研究院，先端科学高等研究院，研究推進機構，国際戦略推進機構，情報戦略推進機構，
保健管理センター，リスク共生社会創造センター，未来情報通信医療社会基盤センタ
ー，統合的海洋教育・研究センター，成長戦略研究センターの人事事項について報告
があった。

なお，委員から，作成されたアクションプランに則った採用並びにチェックについ
て確認があり，議長（学長）より，アクションプランの中で確認し，すべてチェック
後に承認している旨の発言があった。また，本学のテニュアトラックによる人事の状
況確認については，調べたうえで対応することとした。

Ⅳ 審議事項

１．「大学間学術交流協定等の締結」について
理事（国際・地域・広報担当）から，資料４及び４-１～４-２に基づき，①ユタ州

立大学（アメリカ）との大学間協定の更新と②インド理科大学院（インド）との大学
間協定の締結について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。

２．「名誉教授称号授与被推薦者」について
議長（学長）から，名誉教授の選考は，教育研究評議会が行うものであること，ま

た，今回の被推薦者２名の名誉教授の称号の授与は，名誉教授称号授与規則第4条の２
第２項により，定年年齢に達した日以降の最初の４月１日になる旨の説明があった。
続いて，名誉教授称号授与予定者を推薦した部局長から，資料５（回収資料５）に基
づき，被推薦者の説明があり，審議の結果，原案のとおり推薦者２名の名誉教授称号
授与が承認された。

３．「学長選考会議委員の選出」について
理事（総務担当）から，平成26年度の学校教育法及び国立法人法の一部改正につい

て説明後，議長（学長）から，学長選考会議委員の選考については規則等が整備され
ていないことから自薦・他薦を問わず学内委員候補者をあげてほしい旨の発言があり，
委員から，各部局長７名を候補者として推薦したい旨の提案があった。審議の結果，
提案のとおり，推薦された各部局長７名が学長選考会議学内委員の選出者として承認
された。

４．「国立大学法人横浜国立大学教員の就業に関する規則に基づいて教育研究評議会が行
う審査」について
議長（学長）から，本事案の説明後，ハラスメント調査委員会委員長から，資料６-

１に基づき調査結果の説明があり，教育研究評議会として懲戒処分に関する審査を行
うにあたり，資料６-１を事実関係の確認資料として取り扱うことが承認された。続い
て，議長（学長）から，資料６-２に基づき，教育研究評議会が審査を行うにあって交
付する「審査説明書（案）」について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認さ
れた。また，議長（学長）から，今後，陳述請求が提出された場合に対応するために
小委員会の設置が必要と考え，「小委員会の設置（案）（資料６-３）及び「小委員会
の任務（案）（資料６-４）」について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認さ
れた。なお，小委員会委員について，議長（学長）から４名の評議員の提案があり，
審議の結果，了承された。

質疑応答で，評議員から，調査期間が長いことの理由について質問があったが，調
査委員会委員長から，個別の案件のため控えさせていただきたい旨の発言があった。

Ⅴ その他事項

１．「平成２９年度教育研究評議会等日程」について
議長（学長）から，資料７に基づき，平成２９年度教育研究評議会日程について説

明があった。続いて，（臨時）経営協議会を５月２２日(月)１０時から開催すること
及び学長選考会議学内委員の出席依頼があった。

以 上


